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共通の記憶 共感・共有が発現 視線や表情の同調 
「共通の記憶」を探る行為 !

周 目の観察
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視線や表情の同調から信頼関係の形成に繋げていく 

我々は「みる・みられる」といった相互関係で成立しており、
もう一度自身の立ち振る舞いについて考える必要がある 

情動行動を誘発する条件は、個人・環境に依存し多種多様 

運動イメージ
漠然とした目標

随意的行動
扁桃体

「快｣の情動 随意的な行動の発現

扁桃体

認知情報 過去情報 
前頭連合野 

2006

過去の記憶 

行動の発現 

対象者が映っている過去の思い入れ深い静止画・動画、全く他人の動画の計３種類をリハビリテーション前に見てもらう。　　
その後の、表情・発言・活動性の変化を観察する。(全て別の日に設定) 

介入当初、自発的な動作や意欲がみられず、リハビリテーション介入において難渋した原因として、対象者の生活は、発症して数年、日中自宅内で座位にて過ごし、理想や目標とする運動のイメージがないことが考えられる。リハビリテーション介入において、重視すべきと言われ
る「目標」は一概に言われているが、具体的な策略としては漠然としている。今回は、なりたい姿を想像するには、対象者と一緒に過去の実施の動画をみることが役に立った症例であった。対象者自身の過去の動画を観ることが、記憶を用いた知覚経験の再現となり、加えて、過
去の行為のもつ意図をすぐに理解できたことが、笑顔や向上心のある発言・随意的な運動の活性化に繋がったのではないかと考える。更に、運動の想起には、視覚・聴覚・体性感覚などの統合が必要であることからも、観察したものが動画であることに意味があると考える。 
また、対象者は視線を映像へ向けると同時に、一緒に見ている私セラピストの表情にも関心を向けている姿が観察された。対象者は、私(セラピスト)と注意を共有することによって私(セラピスト)の意図を理解・共感しようとし、私(セラピスト)の表情そのものが扁桃体を活性化させた

 

過去の記憶 情動の変化
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三項関係 私の意図

2 ,2014
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自己の静止画・動画を見た後は、ともに笑顔がみられ懐かしい思い出に関する発語があった。また、２の動画をみた後は涙を流され、過去の自分の 
奮闘していた姿に歓喜し、自己奮起がみられ、動作の自主性も見られた。他人の動作を見た後は、表情・発言・活動性ともに変化はみられなかった。 

対象者と共に過去動画をみる！ 

我々は、身体機能の改善を図るだけではなく、冒頭で述べたように、視線や表情の同調が信頼関係の形成に繋がることを
忘れてはならない。セラピストの微笑みも脳機能にとっては重要な環境要因であり、もう一度自身の立ち振る舞いについ
て考える必要がある。対象者自らが、「私(セラピスト)や周囲の家族を笑顔にさせている」と認知できたとき社会に対して
対象者自身が役に立っているということを自覚し、そのことが報酬系を作動させることで目標ができ更なる意欲の向上に
繋がるのではないかと考える。 

自らが行動を起こすためには？ 
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・他人とのコミュニティーをつくろうとしない
・初対面の方には拒否反応を示す

▼失語症のため

私に対する反応

ことで、意欲の向上に繋がったのではないかと考える。

2 ,2014※

私：視線が合い、リハビリの積極的に参加

セラピスト

記憶の再現 私と対象者で共同注意を行う
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